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当院は地域医療の拠点病院として、今後も地域医療に貢献していく所存です。何卒宜しくお願いいたします。

患者さまへは、不妊症スクリーニング検査を行い、それぞれに合った

適切な治療方法を丁寧にご提案しながら治療を行っております。

希望される患者さまがおられましたら、産婦人科外来へご紹介くださ

い。

治療方法 治療の流れ 患者負担額

タイミング法 排卵のタイミングに合わせて性交
を行うよう指導します

750円

人工授精 排卵時期に、洗浄濃縮した精液を
カテーテルで子宮内に注入します

5,460円
年齢、回数制限なし

ダビンチ手術は、開腹手術や腹腔鏡手術と比べて、根治性や安全性

の観点から劣ることはなく、肥満や高齢の方ではむしろ技術的有用性

を発揮する可能性があると考えられています。

また、手術助手だけではなく、熟練の手術場看護師や手術機械に精

通している技師など、さまざまな職種によって支えられています。ダ

ビンチ手術のチームとして対応することで、当院でも安全な手術を遂

行できています。

当院では2021年3月に手術支援ロボット「ダビンチ X」を導入し、ロボット支援下手術を行うことが可能となり

ました。

2022年5月現在、当院婦人科においても子宮筋腫や子宮腺筋症などの婦人

科良性疾患に対するロボット支援子宮全摘術、早期子宮体がんに対するロ

ボット支援子宮悪性腫瘍手術を実施しております。

当院では、2021年度より精子減少症・精子無力症などの男性不妊や、原因不

明の不妊症に対しての人工授精治療、重度排卵障害の患者さまに自己注射を用いた

排卵誘発治療を行っております。

［不妊治療の対象］
精子の数、運動率が低い
タイミング療法で妊娠しない
性交渉での射精ができない など

4月から不妊治療が保険適用になりました

深緑の候、地域の先生方には、益々ご清栄のことと存じます。今月号は、婦人科のロボット支援手術の紹介と
不妊治療のトピックスです。裏面には、感染管理認定看護師とリハビリテーション科の取り組み、栄養管理科よ
り今月の一品を掲載しました！お手すきの時間にお読みいただければ幸いです。

ダビンチ
サージカルシステム



変わりもずく酢

栄養管理科

① ミニトマトを食べやすい大きさに切る。
② ボウルに納豆を入れて混ぜ、納豆のたれを加えて、

もずく酢、オリーブオイル、①を入れて混ぜる。

【作り方】

納豆[たれ付き] １パック
もずく[３倍酢] １パック
ミニトマト 7～8個
オリーブオイル 小さじ１

材料(２人分)

他の海藻（藻【も】）に

付着して生息することから、

「藻につく」という意味で

「藻付く≒もずく」と言わ

れるようになったそうです。

感染管理認定看護師（看護師長）の横山朋之です。

感染制御部専従として勤務しております。現在、市立池田病院には、私を含め３名の

感染管理認定看護師が在籍しています。

私たちの役割は、医療関連感染を未然に防止すること、そして、感染が発生した際は

早期に介入し、院内の感染拡大を防ぐことです。患者さまが安心して入院、外来通院で

きる院内の環境と全職員および訪問者の安全な労働環境を守るためにICT（感染制御チー

ム）一丸となって日々感染対策に取り組んでいます。

未だ新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立たない中、今年度の診療報酬改定

では、新興感染症等に対し、地域全体で感染防止対策を強化することが重要であるとい

う観点から、外来感染対策向上加算が新設されました。これを踏まえ、今年度は病院を

飛び出し、地域の感染対策にも力を入れていきたいと考えています。

皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。

感染管理認定看護師 紹介

リハビリテーション科 紹介

感染管理認定看護師
看護師長

横山 朋之

種 類 対象疾患

脳血管等のリハビリ
テーション

脳血管疾患（脳梗塞、くも膜
下出血）やパーキンソン病な
ど

運動器疾患リハビリ
テーション

骨折術後、人工関節術後、脊
椎疾患術後、手の外科術後な
ど

心大血管疾患リハビリ
テーション

急性心筋梗塞、うっ血性心不
全など

呼吸器疾患リハビリ
テーション

C O P Dなどの呼吸不全や誤嚥
性肺炎など

がん患者リハビリテー
ション

外科疾患の術後、または緩和
治療や血液疾患の化学療法ま
たは放射線療法を受けられる
方など

廃用症候群のリハビリ
テーション

その他疾患の廃用予防

リハビリテーション科では、病気やケガで入院され

た患者さま（現在、約４割の患者さまが対象）が、日

常生活に戻るために、理学療法士、作業療法士、言語

聴覚士、それぞれの専門性を活かして早期より治療を

行っています。

急性心筋梗塞や急性呼吸不全の患者さまに対し、集

中治療室に入られたときから、医師の安静度の指示に

より離床を目的とした練習から開始しています。

また、近年では、新型コロナウイルス感染症の患者

さまに対しても、隔離期間中の日常生活動作の低下の

予防や精神的ストレスの緩和を目的に、十分な感染防

止対策を施した上で、呼吸状態をみながら病室内や使

用できる環境での練習を行っています。


